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第２章 給水装置の構造及び材質 

 

≪ 省略 ≫ 

 

２ 当局が指定する材料（表２－２－１,表２－２－２） 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 (2) φ５０㎜の給水管 

水道用ポリエチレン二層管（１種軟質管）又は配水用ポリエチレン管を使用すること。 

   また，用水路の横断等，管が露出する場合は，さや管で保護すること。この場合においては，さや管φ

７５㎜とすること。 

 

 (3) φ７５mm 及びφ１００㎜の給水管 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管又は配水用ポリエチレン管を使用すること。ただし，ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管

において溝切りを行う場合には，１種管を使用すること。 

 

(4) φ１５０mm 以上の給水管 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管を使用すること。ただし，溝切りを行う場合には，１種管を使用すること。 

 

(5) 団地給水施設 

配水管布設工事に準じて，標準的な使用は次のとおりとする。 

なお，各区画に盗水防止型甲止水栓，局が指定する地区（高圧地区）は副栓付盗水防止型甲止水栓を取

り付けること。 

   φ２５mm・・・硬質ポリ塩化ビニル管 

   φ５０mm・・・配水用ポリエチレン管 

   φ７５㎜・・・ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管，配水用ポリエチレン管 

   なお，配水用ポリエチレン管の使用を標準とする。 

   φ１００mm・・・ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管，配水用ポリエチレン管 

   なお，市街化区域はＧＸ形ダクタイル鋳鉄管とする。 

φ１５０㎜以上・・・ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 

 

 

  
第２章 給水装置の構造及び材質 

 

≪ 省略 ≫ 

 

２ 当局が指定する材料（表２－２－１,表２－２－２） 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 (2) φ５０㎜の給水管 

水道用ポリエチレン二層管（１種軟質管）又は配水用ポリエチレン管を使用すること。 

   また，用水路の横断等，管が露出する場合は，水道用ポリエチレン二層管（１種軟質管）は，φ７５㎜の

さや管で保護し，配水用ポリエチレン管は，さや管による保護又は外装付管等を使用すること。この場合に

おいては，さや管φ７５㎜とすること。 

 

 (3) φ７５mm～及びφ１５０１００㎜の給水管 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管又は配水用ポリエチレン管を使用すること。ただし，ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管に

おいて溝切りを行う場合には，１種管を使用すること。また，配水用ポリエチレン管において，用水路の横

断等，管が露出する場合は，さや管による保護又は外装付管等を使用すること。 

 

(4) φ２００１５０mm 以上の給水管 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管を使用すること。ただし，溝切りを行う場合には，１種管を使用すること。 

 

(5) 団地給水施設 

配水管布設工事に準じて，標準的な使用は次のとおりとする。 

なお，各区画に盗水防止型甲止水栓，局が指定する地区（高圧地区）は副栓付盗水防止型甲止水栓を取り

付けること。 

   φ２５mm・・・硬質ポリ塩化ビニル管 

   φ５０mm・・・配水用ポリエチレン管 

   φ７５㎜～φ１５０㎜・・・ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管，配水用ポリエチレン管 

   なお，配水用ポリエチレン管の使用を標準とする。 

   φ１００mm・・・ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管，配水用ポリエチレン管 

   なお，市街化区域はＧＸ形ダクタイル鋳鉄管とする。 

φ２００１５０㎜以上・・・ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
標準管種変更に伴う

語句の追加、修正、

削除 
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表２－２－１  当局の指定する材料 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 

注１：局メーターが自重で沈下しないよう適切な処置をすること。 

注２：φ５０㎜以上の給水管は明示テープにより明示すること。 

注３：鋳鉄管及びボルトナット等金具を使用する箇所があるときは，ポリエチレンスリーブにより防食するこ

と。この場合において，鋳鉄管は全管巻きとすること。 

注４：災害時拠点施設への引込口径φ４０mm，φ５０mm については，分岐から仕切弁まで配水用ポリエチレン

管φ５０mm を使用すること。 

注５：不断水工法により，耐震管（ＳⅡ，ＮＳ，ＧＸ形鋳鉄管）から分岐を行う場合には，耐震型不断水割輪

Ｔ字管バルブ付（鋳鉄管用）を使用すること。 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 

 

 

 

表２－２－１  当局の指定する材料 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 

注１：局メーターが自重で沈下しないよう適切な処置をすること。 

注２：φ５０㎜以上の給水管は明示テープにより明示すること。 

注３：鋳鉄管及びボルトナット等金具を使用する箇所があるときは，ポリエチレンスリーブにより防食すること。

この場合において，鋳鉄管は全管巻きとすること。 

注４：災害時拠点施設への引込口径φ４０mm，φ５０mm については，分岐から仕切弁まで配水用ポリエチレン管

φ５０mm を使用すること。 

注５：不断水工法により，耐震管（ＳⅡ，ＮＳ，ＧＸ形鋳鉄管）から分岐を行う場合には，耐震型不断水割輪Ｔ

 
 
 
 
 
 
 
標準管種変更に伴う

語句の追加、修正 
 
 
 
 
 
 
 

配水用ポリエチレン

管から不断水割輪 T
字管での分岐が原則

不可による語句・図

の追加。 
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字管バルブ付（鋳鉄管用）を使用すること。 

注６：当局が配水用ポリエチレン管φ50 ㎜から水道用ポリエチレン二層管φ50 ㎜の分岐を認めた場合，伸縮可

とう離脱防止継手３受チーズを使用する。 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配水用ポリエチレン

管から不断水割輪 T
字管での分岐が原則

不可による語句の追

加。 
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第３章 メーター 
 

≪ 省略 ≫ 

 

１ メーターの種類及び構造 
表３－１－１ 岡山市水道局使用局メーター一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 メーター 
 

≪ 省略 ≫ 

 

１ メーターの種類及び構造 
表３－１－１ 岡山市水道局使用局メーター一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
語句の追加 
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第４章 基本計画 

 

≪ 省略 ≫ 

 

３ 承認の条件（共通事項） 
  

≪ 省略 ≫ 

 

 (4) 止水栓及び仕切弁等の設置 
      

≪ 省略 ≫ 

 

イ 設置場所 
    

≪ 省略 ≫ 

 

   (ｴ) 団地給水施設の場合 

 

 
第４章 基本計画 

 

≪ 省略 ≫ 

 

３ 承認の条件（共通事項） 
  

≪ 省略 ≫ 

 

(4) 止水栓及び仕切弁等の設置 
      

≪ 省略 ≫ 

 

イ 設置場所 
    

≪ 省略 ≫ 
 
   (ｴ) 団地給水施設の場合 
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注：給水管口径φ１００㎜，φ１５０㎜は排水管口径をφ５０㎜で仕切弁とする。給水管口径φ７５㎜以

下は排水管口径φ２５㎜で甲止水栓とし，止水栓ＢＯＸ（大）を使用する。交通量が多い場所等につ

いては，当局と協議し，仕切弁鉄蓋（円形１号）を使用する。排水管は給水管の管末から取り出すこ

ととする。 
 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：給水管口径φ１００㎜，φ１５０㎜は排水管口径をφ５０㎜で仕切弁とする。給水管口径φ７５㎜以下

は排水管口径φ２５㎜で甲止水栓とし，仕切弁鉄蓋を使用する。ただし，荷重がかからない場所に

おいては，止水栓ボックスを使用してよいものとする。止水栓ＢＯＸ（大）を使用する。交通量が

多い場所等については，当局と協議し，仕切弁鉄蓋（円形１号）を使用する。排水管は給水管の管末か

ら取り出すこととする。 
 

≪ 省略 ≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
配水管布設工事標準

設計マニュアルと整

合を図るため語句の

修正 
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第６章 申請書の書き方 

  

≪ 省略 ≫ 

 

 
第６章 申請書の書き方 

  

≪ 省略 ≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押印不要のため、給

水装置工事申請書か

ら、語句の削除。 
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≪ 省略 ≫ 

 

 

 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 
 
 
給水装置工事設計書

から基図番号記入欄

の削除。 
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給水装置工事等取消

届の掲載 
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第７章 給水装置の配管工事 

    

≪ 省略 ≫ 

 

３ 給水管の分岐 
     

≪ 省略 ≫ 

 

 

 

 
 

 

 

第７章 給水装置の配管工事 

    

≪ 省略 ≫ 

 

３ 給水管の分岐 
     

≪ 省略 ≫ 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
語句の追加 
 
 
 
 
 
 
配水用ポリエチレン

管から不断水割輪 T
字管での分岐が原則

不可による語句の追

加。 
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≪ 省略 ≫ 

 

 

６ 水圧試験 

水圧試験は，給水装置工事主任技術者の責任において行い，水圧試験報告書を提出すること。原則として

局メーター設置場所から水圧テストポンプにより規定圧力まで加圧し，規定時間以上 保持させ，水圧の低

下の有無を確認すること。（表７－６－１） 

 

表７－６－１ 水圧試験方法 

試験箇所 試験水圧 試験時間 判定 

局メーター上流側から分水栓まで 0.75 ㎫ 10 分間 漏水等の異常がないこと 

局メーター下流側から給水栓まで 0.75 ㎫ 10 分間 漏水等の異常がないこと 

団地給水施設 0.75 ㎫ 20 分間 
漏水等の異常がないこと 

試験水圧の 95％以上を保持 

不断水割輪 T字管 1.0 ㎫ 5 分間 漏水等の異常がないこと 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 

 

 

 

９ 工事写真 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 
 

≪ 省略 ≫ 

 

 

６ 水圧試験 

水圧試験は，給水装置工事主任技術者の責任において行い，水圧試験報告書を提出すること。原則として局

メーター設置場所から水圧テストポンプにより規定圧力まで加圧し，規定時間以上 保持させ，水圧の低下の

有無を確認すること。（表７－６－１） 

 

表７－６－１ 水圧試験方法 

試験箇所 試験水圧 試験時間 判定 

給水 

装置 

局メーター上流側から分岐部まで 0.75 ㎫ 10 分間 漏水等の異常がないこと 

局メーター下流側から給水栓まで 0.75 ㎫ 10 分間 漏水等の異常がないこと 

団地 

給水 

施設 

仕切弁（止水栓）上流側から分岐部まで 0.75 ㎫ 20 分間 
漏水等の異常がないこと 

試験水圧の 95％以上を保持 

仕切弁（止水栓）下流側から各区画引込管まで 0.75 ㎫ 20 分間 
漏水等の異常がないこと 

試験水圧の 95％以上を保持 

不断水

工法 
不断水割輪 T字管 1.0 ㎫ 5 分間 漏水等の異常がないこと 

※水圧の単位は㎫とし，端数処理は少数第 2 位までとし，少数第 3 位以下は切上げとする。 

※保持率は，少数以下は切捨てとする。 

≪ 省略 ≫ 

 

９ 工事写真 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 
 
配水用ポリエチレン

管から不断水割輪 T
字管での分岐が原則

不可による語句・図

の追加、修正。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表の項目見直し、語

句の追加。 
 
 
 
 
 
 
 
注記の追加。 
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表７－９－３ 開発道路内（団地給水施設工事）の写真管理項目 

開発道路布設部(1/2) 

工種・種別 
写真管理項目 

摘要 
撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

着手前 全景 着手前 断面番号毎  

完成 全景 完成後 断面番号毎  

土工事 

掘削工 掘削状況 施工中又は施工後 断面番号毎  

埋戻工 
・仕上り状況 
・厚さ 

・管廻り埋戻し後 
・転圧後 

断面番号毎 
締固め厚さは20㎝を超えな
いこととする 

管明示シート
工 

深さ 敷設完了後 断面番号毎  

路盤工 
・仕上り状況 
・厚さ 

転圧後 断面番号毎  

仮復旧工 仕上り状況 完了後 断面番号毎 未施工の場合は不要 

管工事 

管明示テープ
工 

取付状況 取付完了後 
取付箇所 
1 箇所以上 

・分岐口径 50㎜以上の場合 
・掘削断面内又は地上部 

管据付工 据付状況 据付完了後 断面番号毎 
水道配水用ポリエチレン管
は除く 

管接合工 接合状況 

接合状況 
接合箇所 
1 箇所以上 

・挿入器具 
・水道配水用ポリエチレン
管は除く 

完了後 
接合箇所 
1 箇所以上 

・挿入器具取外し後，接合
部ポリエチレンスリーブ被
覆前 
・水道配水用ポリエチレン
管は除く 

管融着接合工 

①切削長さのマ
ーキング 

①挿し口に切削長さ
の標線を円周に記入
し，切削面全体をマ
ーキングした後 

接合箇所 
1 箇所以上 

水道配水用ポリエチレン管
に適用する 

②融着面の切削
（スクレープ状
況） 

②スクレープする器
具を挿し口にセット
した後，もしくはス
クレープ中 

③挿入位置確認
のマーキング
（マーキング状
況） 

③挿し口に継手の挿
入位置となる箇所を
マーキングした後 

④継手への管の
挿入・固定・融
着準備（融着前
の確認） 

④継手挿入後クラン
プで固定し，通電ケ
ーブルを差し込んだ
後 

 

 

表７－９－３ 開発道路内（団地給水施設工事）の写真管理項目 

開発道路布設部(1/2) 

工種・種別 
写真管理項目 

摘要 
撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

着手前 全景 着手前 断面番号毎  

完成 全景 完成後 断面番号毎  

土工事 

掘削工 掘削状況 施工中又は施工後 断面番号毎  

埋戻工 
・仕上り状況 
・厚さ 

・管廻り埋戻し後 
・転圧後 

断面番号毎 
締固め厚さは20㎝を超えな
いこととする 

管明示シート
工 

深さ 敷設完了後 断面番号毎  

路盤工 
・仕上り状況 
・厚さ 

転圧後 断面番号毎  

仮復旧工 仕上り状況 完了後 断面番号毎 未施工の場合は不要 

管工事 

管明示テープ
工 

取付状況 取付完了後 
取付箇所 
1 箇所以上 

・分岐口径 50㎜以上の場合 
・掘削断面内又は地上部 

管据付工 据付状況 据付完了後 断面番号毎 
水道配水用ポリエチレン管
は除く 

管接合工 接合状況 

接合状況 
接合箇所 
1 箇所以上 

・挿入器具 
・水道配水用ポリエチレン
管は除く 

完了後 
接合箇所 
1 箇所以上 

・挿入器具取外し後，接合
部ポリエチレンスリーブ被
覆前 
・水道配水用ポリエチレン
管は除く 

管融着接合工 

①切削長さのマ
ーキング 

①挿し口に切削長さ
の標線を円周に記入
し，切削面全体をマ
ーキングした後 

接合箇所 
1 箇所以上 

水道配水用ポリエチレン管
に適用する 

②融着面の切削
（スクレープ状
況） 

②スクレープする器
具を挿し口にセット
した後，もしくはス
クレープ中 

③挿入位置確認
のマーキング
（マーキング状
況） 

③挿し口に継手の挿
入位置となる箇所を
マーキングした後 

④継手への管の
挿入・固定・融
着準備（融着前
の確認） 

④継手挿入後クラン
プで固定し，通電ケ
ーブルを差し込んだ
後 
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開発道路布設部(2/2) 

工種・種別 
写真管理項目 

摘要 
撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

管工事 

管融着接合工 

⑤検査（インジ
ケータの確認） 

⑤インジゲーターが
浮き上がり，継手に
通電終了時刻，クラ
ンプ取り外し可能時
刻，接合者氏名を記
入した後 

接合箇所 
1 箇所以上 

・水道配水用ポリエチレ
ン管に適用する 
・⑤については，接写を
要する 

⑥完了 
⑥クランプを取り外
した後 

管埋設深度 土被り 据付完了後 断面番号毎  

管埋設位置 埋設位置 据付完了後 断面番号毎 
境界等からの距離を撮影
し，基点も明確に撮影す
ること 

各区画引込管 据付状況 据付完了後 各区画毎 

分岐からメーターボック
スまでの全景を 1 枚以上
撮影すること 
インコア装着状況を撮影
すること ※４ 

舗装本
復旧 
※５ 

表層工 
・整正状況 
・転圧状況 

施工中 断面番号毎  

 

その他 

工種・種別 
写真管理項目 

摘要 
撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

伏越・変化点等 
・配管状況 
・土被り 

施工後 施工箇所毎  

排水管布設工 配管状況 施工後 施工箇所毎  

弁栓類取付工 取付状況 取付後 施工箇所毎 
仕切弁及び止水栓に適用
する 

鉄蓋据付工 路面との段差 完成後 施工箇所毎 

水圧 
試験 

管路水圧試
験 

水圧状況 
・試験開始時 
・試験終了時 

試験実施箇所
毎 

水圧と時刻が判読できる
写真とする 

不断水工事
の水圧試験 

水圧状況 
・試験開始時 
・試験終了時 

試験実施箇所
毎 

・不断水連絡工 
・水圧と時刻が判読でき
る写真とする 

水質確認 確認状況 確認時 
確認実施箇所
毎 

当局から指示した場合提
出すること 

※１ 団地給水施設工事の道路掘削部については，表７－９－１をもとに施工管理を行うものとする。 

※２ 改造工事等の開発道路部からの布設となる場合は，既設管からの分岐又は連絡施工後の接写写真及び全

景写真を撮影すること。また，分岐又は連絡箇所の埋設深度がわかるように撮影すること。 

※３ 断面管理については，分岐部から５０ｍ置きとする。 

※４  ねじ込み式継手についてはトルク管理が必要。トルク測定の写真は当局から指示した場合提出すること。 

 

開発道路布設部(2/2) 

工種・種別 
写真管理項目 

摘要 
撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

管工事 

管融着接合工 

⑤検査（インジ
ケータの確認） 

⑤インジゲーターが
浮き上がり，継手に
通電終了時刻，クラ
ンプ取り外し可能時
刻，接合者氏名を記
入した後 

接合箇所 
1 箇所以上 

・水道配水用ポリエチレ
ン管に適用する 
・⑤については，接写を
要する 

⑥完了 
⑥クランプを取り外
した後 

管埋設深度 土被り 据付完了後 断面番号毎  

管埋設位置 埋設位置 据付完了後 断面番号毎 
境界等からの距離を撮影
し，基点も明確に撮影す
ること 

各区画引込管 据付状況 据付完了後 各区画毎 

分岐からメーターボック
スまでの配管状況全景を
1枚以上撮影すること 
インコア装着状況を撮影
すること ※４ 

舗装本
復旧 
※５ 

表層工 
・整正状況 
・転圧状況 

施工中 断面番号毎  

 

その他 

工種・種別 
写真管理項目 

摘要 
撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

伏越・変化点等 
・配管状況 
・土被り 

施工後 施工箇所毎  

排水管布設工 配管状況 施工後 施工箇所毎  

弁栓類取付工 取付状況 取付後 施工箇所毎 
仕切弁及び止水栓に適用
する 

鉄蓋据付工 路面との段差 完成後 施工箇所毎 

水圧 
試験 

管路水圧試
験 

水圧状況 
・試験開始時 
・試験終了時 

試験実施箇所
毎 

水圧と時刻が判読できる
写真とする 

不断水工事
の水圧試験 

水圧状況 
・試験開始時 
・試験終了時 

試験実施箇所
毎 

・不断水連絡工 
・水圧と時刻が判読でき
る写真とする 

水質確認 確認状況 確認時 
確認実施箇所
毎 

当局から指示した場合提
出すること 

※１ 団地給水施設工事の道路掘削部については，表７－９－１をもとに施工管理を行うものとする。 

※２ 改造工事等の開発道路部からの布設となる場合は，既設管からの分岐又は連絡施工後の接写写真及び全景

写真を撮影すること。また，分岐又は連絡箇所の埋設深度がわかるように撮影すること。 

※３ 断面管理については，分岐部から５０ｍ置きとする。 

※４  ねじ込み式継手についてはトルク管理が必要。トルク測定の写真は当局から指示した場合提出すること。 
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※５ 舗装本復旧について，開発者等のその他事業者により水道工事とは別に施工が行われ，この管理基準の

適用が困難な場合は，事前に局職員と協議をし指示を得ること。 

※６ この管理基準にない項目又は工事の種類，規模，施工条件等によりこの管理基準により難い場合は，局

職員と協議の上，施工管理を行うものとする。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※５ 舗装本復旧について，開発者等のその他事業者により水道工事とは別に施工が行われ，この管理基準の適

用が困難な場合は，事前に局職員と協議をし指示を得ること。 

※６ この管理基準にない項目又は工事の種類，規模，施工条件等によりこの管理基準により難い場合は，局職

員と協議の上，施工管理を行うものとする。 
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第８章 検査 

 

≪ 省略 ≫ 

 

３ その他 

  給水装置工事主任技術者は，施工した給水装置工事ごとに次に掲げる事項に関する記録を作成し，検

査合格の日から３年間保存すること。 

 (1) 申請者の氏名又は名称 

 (2) 施工の場所 

 (3) 施工完了年月日 

 (4) 給水装置工事主任技術者の氏名 

 (5) 竣工図 

 (6) 給水装置工事に使用した給水管及び給水用具に関する事項 

 (7) 構造及び材質が基準省令に定める基準に適合していることの確認の方法及びその結果 

 (8) 配管接合チェックシート 

 (9) 工事写真 

 

≪ 省略 ≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第８章 検査 

 

≪ 省略 ≫ 

 

３ その他 

  給水装置工事主任技術者は，施工した給水装置工事ごとに次に掲げる事項に関する記録を作成し，検

査合格の日から３年間保存すること。 

 (1) 申請者の氏名又は名称 

 (2) 施工の場所 

 (3) 施工完了年月日 

 (4) 給水装置工事主任技術者の氏名 

 (5) 完工図竣工図 

 (6) 給水装置工事に使用した給水管及び給水用具に関する事項 

 (7) 構造及び材質が基準省令に定める基準に適合していることの確認の方法及びその結果 

 (8) 配管接合チェックシート 

 (9) 工事写真 

 

≪ 省略 ≫ 
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年  月  日 

水圧試験報告書 

受付年月日   年   月   日 局整理番号  

工 事 場 所  水 道 番 号  

申請者氏名  工 事 種 別  

 
下記のとおり報告します。 

 
             指定給水装置工事事業者 
             給水装置工事主任技術者  氏  名             
                          交付番号           

 

水 圧 試 験 結 果 

試 験 箇 所    

試 験 日 年  月  日 年  月  日 年  月  日 

試 験 水 圧 ㎫ ㎫ ㎫ 

試 験 開 始 時   分 時   分 時   分 

保 持 水 圧 ㎫ ㎫ ㎫ 

試 験 終 了 時   分 時   分 時   分 

保 持 率 ％ ％ ％ 

漏水等異常の有無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

判  定 合格 ・ 不合格 合格 ・ 不合格 合格 ・ 不合格 

備  考    

 
水圧試験方法一覧 

 給水管 団地給水施設 不断水割輪 T 字管 
試験水圧 0.75 ㎫ 0.75 ㎫ 1.0 ㎫ 

試験時間 10 分間 20 分間 5 分間 

判定 
漏水等の異常が無いこと 漏水等の異常が無いこと 漏水等の異常が無いこと 

 試験水圧の95％以上を保持  
※水圧の単位は㎫とし，端数処理は少数第 2 位までとし，少数第 3 位以下は切り上げとする。 
※保持率は，少数以下は切捨てとする。 

 

≪ 省略 ≫ 

年  月  日 

水圧試験報告書 

受付年月日   年   月   日 局整理番号  

工 事 場 所  水 道 番 号  

申請者氏名  工 事 種 別  

 
下記のとおり報告します。 

 
             指定給水装置工事事業者 
             給水装置工事主任技術者  氏  名             
                          交付番号           

 

水 圧 試 験 結 果 

試 験 箇 所    

試 験 日 年  月  日 年  月  日 年  月  日 

試 験 水 圧 ㎫ ㎫ ㎫ 

試 験 開 始 時   分 時   分 時   分 

保 持 水 圧 ㎫ ㎫ ㎫ 

試 験 終 了 時   分 時   分 時   分 

保 持 率 ％ ％ ％ 

漏水等異常の有無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

判  定 合格 ・ 不合格 合格 ・ 不合格 合格 ・ 不合格 

備  考    

 
水圧試験方法一覧 

試験箇所 

給水装置 団地給水施設 不断水工法 

分岐部 

～ﾒｰﾀｰ 

ﾒｰﾀｰ 

～給水栓 

分岐部 

～仕切弁(止水栓) 

仕切弁(止水栓)

～各区画引込管 
不断水割輪 T字管 

試験水圧 0.75 ㎫ 0.75 ㎫ 1.0 ㎫ 

試験時間 10 分間 20 分間 5分間 

判定 漏水等の異常がないこと 
漏水等の異常がないこと 

試験水圧の 95％以上を保持 
漏水等の異常がないこと 

※水圧の単位は㎫とし，端数処理は少数第 2 位までとし，少数第 3 位以下は切り上げとする。 
※保持率は，少数以下は切捨てとする。 

 

≪ 省略 ≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表の項目見直し、語

句の追加。 
 
 
 
 
 
 


